
1,250億円
2019－2021年度累計 営業キャッシュ・フロー

2016ー2018年度累計 営業キャッシュ・フロー 1,143億円  （資金調達 375億円も実施）

設備投資  923億円 配当性向 30％以上
自己株式取得 240億円

新規展開  47億円

設備投資

• 最適生産体制の構築

• 海外での生産能力向上

• 物流機能の強化

• 基幹システムの刷新

3年間で約850億円に抑制

主な内容

株主還元

配当金

• 連結配当性向   30％以上
 (DOE（連結自己資本配当率）2.2% 目安）

• 2019年度実績  45円
 （創業100周年記念 5円含む）

• 2020年度予想  40円

新規展開

新規事業、M&Aに対する
投資は案件に応じて検討

2016－2018年度 中期経営計画の実績参考

自己株式の取得については
状況に応じて検討

（株主還元方針は中計の3年ごとに設定）

2019－2021年度 中期経営計画

※	事業区分を2019年度より変更しています。各事業に按分できない費用を「全社費用」として区分しました。

2019年度は、海外はほぼ計画通りとなったものの、国内についてはドレッシングやパッケージサラダの売上減少や物流事
業および食品事業における物流費が想定以上のコスト上昇となったため、業績目標を修正することとしました。2020年度から
2021年度は足場固めと転換の期間と位置づけ、2022年度以降の持続的な成長につなげていきます。

国内食品事業の足場固めのため業績目標を修正 事業別売上高・営業利益

2019年度		 （前年差） 2021年度目標 2019年度差
売上高 5,457 （△278） 5,700 ＋243

国内	食品 3,543 （△330） 3,642 ＋99
国内	物流 1,410 (+27) 1,470 ＋60
海外 505 (+25) 588 ＋84

営業利益 320 (△10) 345 +25 
国内	食品 306 (△13) 314 ＋8
国内	物流 41 (△5) 45 ＋3
海外 45 (+9) 62 ＋17
全社費用 △72 (△1) △75 △3

経常利益 333 (△11) 350 ＋17
親会社株主に帰属する当期純利益 187 (+4) 188 ＋1
ROA（総資産経常利益率） 7.7% (△0.5%) 7.7 % ＋0.0 %
EBITDA（営業利益＋減価償却費） 507 (△6) 550 +43
重点指標
営業利益率 5.9% (+0.1%) 6.1 % ＋0.2 %
ROE（自己資本純利益率） 8.1% (+0.0%) 7.5 % △0.6 %
国内３事業	事業利益率 8.6% (+0.6%) 8.5 % △0.1 %
中国・東南アジア売上成長率	（現地通貨ベース） 111% (+5%) 113 % +2 %

（単位：億円）

2021年度業績目標の修正

※海外の2019年度の前年差には、為替影響（売上高△14億円、営業利益△1億円）が含まれる。
※国内食品においては、2018年度に実施したCVSベンダーおよび医薬用EPAの事業譲渡による影響（売上高△292億円、営業利益△10億円）が含まれる。

2019年度 (前年差) 2020年度計画 2021年度目標
	調理・調味料 1,852 (+9) 1,775 1,941
	サラダ・惣菜 903 (△280) 910 930
	タマゴ 1,000 (△9) 962 1,038
	フルーツ	ソリューション 156 (△2) 160 170
	ファインケミカル 83 (△17) 85 95
	物流 1,410 (+27) 1,448 1,470
	共通 53 (△6) 60 56

合計 5,457 (△278) 5,400 5,700

（単位：億円）売上高

2019年度 (前年差) 2020年度計画 2021年度目標
	調理・調味料 216 (+18) 198 223
	サラダ・惣菜 32 (△11) 35 37
	タマゴ 74 (△4) 68 81
	フルーツ	ソリューション 3 (△4) 6 8
	ファインケミカル 12 (△2) 12 15
	物流 41 (△5) 42 45
	共通 13 (△1) 12 12

全社費用 △72 (△1) △73	 △75

合計 320 (△10) 300 345	

（単位：億円）営業利益（事業ごとは事業利益）

※	事業別構成比は、全社費用72億円を除いて表記しています。
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経営方針

•	国内では、３事業（調理・調味料事業、	
サラダ・惣菜事業、タマゴ事業）に集中し、	
食の主役化を推進することで、持続的な成長を実現

•	海外では、中国・東南アジアを中心に展開を加速
•	環境変化に対応した経営基盤の強化

重点指標

•	営業利益率６.1％以上
•	ROE7.5％以上
•	国内の３事業における事業利益率8.5％
•	中国・東南アジアの売上成長率110％以上	（年平均伸長率）

2019－2021年度 中期経営計画

2019年度の構成比

2019年度からスタートした中期経営計画は「キユーピーグループ	2030ビジョン」に向けた第1ステージです。
経営方針に基づき国内の持続的な成長と海外での成長加速を実現していきます。

私たちは
「おいしさ・やさしさ・ユニークさ」をもって
世界の食と健康に貢献するグループをめざします

めざす姿

食で笑顔を キユーピーと。
2030 VISION 

社会

 子どものおいしい笑顔の
サポーター

～未来を創る子どもたちに
向き合う集団へ～

お客様

一人ひとりの
食のパートナー
～食品メーカーから
食生活メーカーへ～

世界

サラダとタマゴの
リーディングカンパニー
～キユーピーグループの
想いを世界へ～

キャッシュ・フローについて
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	 深煎りごまドレッシングは、様々な素材やメニューにあう調味料として広く支持され、国内No.1ドレッシングの地位を確立し
ました。海外展開を進める中、中国・東南アジアだけでなく米国や欧州でも、現地の食文化との親和性もあることから各国の市
場に浸透してきました。
	 当社グループでは、深煎りごまドレッシング
を世界の商品にという想いから、世界戦略商
品と位置づけ、それぞれの国の食材や食文化
に合わせた提案を進め、より一層の市場浸透
を図っていきます。

国内での持続的成長

ドレッシングは、健康感のある油を積極的に摂りたいなどの嗜好性の変化に対応し、ニーズやトレンドを捉えた商品開発を	
強化するとともに、サラダだけでなく炒め物など新たなメニューを提案することで汎用化を推進し、商品の育成を図ります。
また、サラダ・惣菜事業が得意とする青果売場や惣菜売場向けに商品を仕立て直し、積極的に展開します。

日本で培ってきたメニュー提案力や技術を活かし、それぞれの市場特性に合った商品開発を通じて、新しい食文化の創出、定着
を図り、事業を拡大していきます。
中国では、2020年度にエリアで異なる商品のバーコードを統一するための一時的な費用が発生しますが、統括会社の機能
強化や営業拠点新設による営業力の強化により、2021年度からは継続的な利益創出を実現します。
東南アジアでは、タイ、マレーシア、ベトナム、インドネシア、フィリピンとの間で協業を進め、成長を加速させることで、安定
的な収益を創出する仕組みを構築していきます。また、カンボジア、ミャンマーなどの周辺国への輸出拡大により新たな市場を
開拓します。

ドレッシングの拡大と、強みのある売場を活かすグループ展開

世界戦略商品「深煎りごまドレッシング」

中国・東南アジアを中心に、調味料の拡大に注力

グループ展開による 
新たな需要の創出
2024年度の売上高増加分（2019年度差）

商品強化・用途拡大
+50億円
強みのある販路の活用
+150億円

中国・東南アジアの売上成長率※ 

110％以上を継続（年平均伸長率）
※現地通貨ベース

中国市場におけるマヨネーズの拡大
パッケージを網目のデザインに一新し、バーコード統一によりさらなる
市場拡大をめざします。

海外での成長加速

2019－2021年度 中期経営計画  国内・海外における取り組み

ドレッシングの拡大
•	ニーズやトレンドを捉えた商品強化
•	サラダ以外への用途拡大
•	マーケティング投資のウェイト拡大

•	グループで強みのある販路を活用
•	グループ横断での統括組織の強化

東南アジア
基盤の拡充と調味料の拡大

170億円売上
500億円

中国
エリア・販路の拡大と市場
浸透

330億円

東南アジア中国
基盤の拡充と調味料の拡大

•	深煎りごまドレッシングを軸に販売拡大•	東南アジア全体での最適生産体制の構築
エリア・販路の拡大と市場浸透

•	統括会社による機能強化と施策の推進•	営業拠点の拡充、提案力の向上

販路を活かしたグループ展開

欧州
17カ国

中東
5カ国アフリカ

1カ国

北中米
2カ国

南米
1カ国

海外生産拠点

タイ
Japanese Tofu Steak

ベトナム
Salad cá hồi

マレーシア
Longevity Noodles

中国
餃子

アジア・
オセアニア
18カ国

ベトナム：	ビルボード広告 中国：	売場での商品陳列

米国：	宣伝カー

食材の広がり

現地食材・調味料
との組合わせ

サラダ・野菜料理
の広がり

用途の広がり

肉類

炒め物

麺類

	現地調味料と
の組合わせ

シーフード

揚げ物

現地食材鍋 生野菜サラダ
野菜料理

サラダ以外への用途拡大
素材に合わせて、炒め物や麺など様々なメニューを提案し、
用途を拡大していきます。

深煎りごまドレッシング発売20周年
2000年に発売以来、様々な素材・メニューに合う調
味料としてご愛顧いただいてきました。今年で20年
目を迎え、さらに世界へ拡げていきます。

深煎りごまドレッシングの海外展開

キユーピー	深煎りごま
ドレッシングのレシピ

日本・海外拠点から
世界44カ国へ展開

※	国には、一部エリアも含む

中国・東南アジア売上高目標（2024年度）
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